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法
宝

『
一
乗
仏
性
究
寛
論
』
の

「如
来
蔵
唯
識
」
説

八
四

寺

井

良

宣

一

幾
年
か
前
に
石
山
寺
で
そ
の
大
半
が
検
出
さ
れ

た
法
宝

(六
二
七
～

七
〇
五
頃
)
の

『
一
乗
仏
性
究
寛
論
』
(
1
)

(六
巻
、
以
下

『究
寛
論
』)
は
、
唐

代
中
国
で
の
仏
性
論
争
の
内
容
を
知
る
上
に
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。
こ

の
書
に
反
論
を
加
え
た
も
の
に
、
慧
沼

(六
四
八
～
七

一
四
)
の

『能
顕

中
辺
慧

日
論
』
(四
巻
)
が
現
存
し
、

ま
た
法
宝
の
書
は
日
本
の

一
乗

・

三
乗
論

争
に
お
け
る
三
論
宗
や
天
台
宗
の
主
張
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
新
出
の
資
料
に
も
と
つ
く
研

究
成
果

は
す
で
に
い
く

つ
か
発
表
さ
れ
て
、
法
宝
の
主
張
と
教
学
は
徐

々
に
明

ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
思
想
や
理
論
の
面

で
解
明

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
余
地
は
多
く
あ
る
。

『
究
竟
論
』
は
法
華
経
や
涅
槃
経
の

「
一
乗

・
仏
性
」
説
を
究
竟

(了

義

.
真
実
)
と
す

る
立
場
か
ら
、
唯
識
法
相
宗
の

「
三
乗

・
五
性
」
説

を
権
教
と
し
て
退
け
る
こ
と
を
主
題
と
し
て
い
る
。
同
書
の
構
成
に
は

い
ま
ふ
れ
な
い
が
、
巻
四
の

「
破
法
爾
五
性
章
第
八
」

は
も

っ
と
も
浩

潮
で
、
こ
の
書

の
中
心
部
と
み
ら
れ
、
そ
こ
で
は
法
相
宗
所
依
の
玄
奘

訳

『
成
唯
識
論
』
の
学
説
、
な
か
で
も

「法
爾
五
性
」

(五
姓
各
別
)
説

と
、
そ
の
根
拠

で
あ

る

「
本
有

(法
爾
)
無
漏
種
子
」
説
を
厳
し
く
批

判
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
章
で
の
法
宝

の
主
張
を
み
る
と
、
法
宝

は
涅
槃
経

・
法
華
経
に
よ
る
の
み
で
な
く
、
如
来
蔵
の
経
論
も
多
く
用

い
て
如
来
蔵
思
想

へ
の
志
向
を
強
く
示
し
て

い
る
と
同
時
に
、
唯
識

の

経
論
も
多
用
し
て
こ
れ
を
如
来
蔵
思
想
に
よ

っ
て
解
釈
し
、
こ
と
に
樗

伽
経
や
密
厳
経
を
も
と
に
、
如
来
蔵
に
阿
頼
耶
識
を
結
び

つ
け
た
理
論

を
そ
の
主
張
の
根
幹
に
も

っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
よ
っ
て
こ
の
小
稿

で
は
そ
の
点
に
注
目
し
て
、
法
相
宗
の
学
説
を
批
判
す
る
法
宝
の
主
張

と
そ
の
根
拠
が
、
涅
槃
経
の
仏
性
思
想
に
加
え
て
、
如
来
蔵
思
想
を
基

盤
に
お
い
て
そ
れ
に
唯
識
説
を
融
会
し
よ
う
と
す
る

「如
来
蔵
唯
識
」

説
に
あ
る
こ
と
を
と
く
に
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

二

『
究
竟
論
』
の

「破
法
爾
五
性
章
」
は
、

法
相
宗

(『成
唯
識
論
』)
の
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「
法
爾
五
性
」
説
を
破
斥
す
る
の
に
、
六
門
を
設
け
て
詳
述
し
て
い
る
。

六
門
と

は
、
(
一
)
種
性
不
同
、
(
二
)
本
性

一
切
衆
生
平
等
、
(
三
)
五
性
差
別
由

新
薫
、
(
四
)
破
西
方
釈
真
如
所
縁
縁
種
子
、
(
五
)
通
唯
識
証
法
爾
五
性
文
、

(
六
)

初
無
漏
因
で
あ
る
。
法
相
宗
の

「五
姓
各
別
」
説
は
、
本
有
無
漏
種

子
の
有

・
無
に
よ
っ
て
三
乗
の
聖
果
の
別
や
、
五
種
姓
の
差
別
が
法
爾

と
し
せ

(先
天
的
に
)
定
ま

っ
て
い
る
と
す
る
も
の
で
あ

る

か
ら
、
法

宝
は
そ

の
無
漏
種
子
説
を
強
く
拒
否
し
、
三
乗
や
五
姓
の
別
は
新
薫
に

よ

っ
て

(後
天
的
に
)
生
ず
る
も

の
で
あ

っ
て
、
衆
生
は
本
来
的
に
は

平
等

に
成
仏
す
る
可
能
性
を
も

っ
て
い
る

こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ

る
。法
宝
で
は
、
衆
生
が

み
な
成
仏
で
き
る
の
は

「
本
性
」
と
い
う
法
爾

の
仏
性

(菩
薩
性
)
が
衆
生
に
は
平
等
に
具
有
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ

る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
善
戒
経
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
説
に
も
と
つ
く
。

性
有
二
二
種
弔

一
者
本
性
二
者
客
性
。
言
二本
性
一者
陰
界
六
入
次
第
相
続
無

始
無
終
法
性
自
爾
是
名
二本
性
一。
言
二客
性
嶋者
謂
所
修
二集

一
〈
善
法
一得
二菩

薩
性

是
名

客
性
。
(
2
)

こ
れ
に
よ
る
と
、

陰
界
六
入

(衆
生
の
身
体
や
諸
法
)
に
は
法
爾

(法

性
自
爾
)
の
本
性
が
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る

か
ら
、
法
宝
で
は
本

性
の
点

で
は
衆
生
に
は
何
ら
の
差
は
な
く
、
三
乗
や
五
姓
の
別
は
客
性

と
い
う
後
天
的
な
も
の
、

つ
ま
り
善
法
の
修
集

い
か
ん
に
よ

っ
て
生
ず

る
と
み
る
の
で
あ
る
。
こ
の

「本
性

・
客
性
」
説
は
、
法
宝
で
は
つ
ぎ

の
よ
う
な
涅
槃
経
の

「
正
因

・
縁
因
」
説
に
同
意
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

法
宝

『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
の

「如
来
蔵
唯
識
」
説

(寺

井
)

す
な
わ
ち
、
涅
槃
経

の
な
か
に
、

衆
生
仏
性
亦
二
種
因
。

一
者
正
因
二
者
縁
因
。
正
因
者
謂
諸
衆
生
、
縁
因
者

謂
六
波
羅
蜜
。

正
因
者
名
為

仏
性
。
縁
因
者
発
菩
提
心
。
以

二
因
縁

得

阿
耨
多
羅
三
貌

三
菩
提
。
(
3
)

な
ど
と
説
か
れ
る
も
の
を
指
す
。
こ
こ
で
は
、
成
仏
の
た
め
の
正
因
は

衆
生
で
あ
り
、
ま
た
仏
性
で
あ
る
と
も
説
か
れ
て
お
り
、
法
宝
で
は
こ

れ
を
先

の
本
性
に
同
じ
と
み
る
。
つ
ま
り
、
仏
性

・
如
来
蔵
の
意
味
に

善
戒
経
の
本
性
を
と
ら
ええ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
縁
因
は
後
天
性
の
発

心
や
修
行

(六
波
羅
蜜
)
を
指
す

か
ら
、

先

の
客
性
に
当
た
る
と
法
宝

は
理
解
す
る
。

つ
ぎ
に
、
善
戒
経

の

「本
性

・
客
性
」
説

に
つ
い
て
、
こ
れ
と
同
趣

旨
の
も
の
が

『喩
伽
論
』
巻
三
五
の

「本
性
住
種
性

・
習
所
成
種
性
」

と

い
う
二
種
性

(姓
)
説
で
あ
る
こ
と
を
法
宝
が
指
摘
す
る
の
は
と
く

に
注
目
さ
れ
る
。
(
4
)

と
い
う

の
は
、

『成
唯
識
論
』
で
は

『喩
伽
論
』

の

そ
の
二
種
姓
説
は
、
無
漏
の
本
有
種
子
と
新
蕪
種
子
と
に
解
釈
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
(
5
)

法
宝
で
は
、
本
性

(本
性
住
種
性
)
を
本
有

(法
爾
)
の

無
漏
種
子
に
解
釈
す
る
こ
と
を
強
く
否
定
す
る
。
両
者
の
解
釈
の
決
定

的
な
相
違
は
、
本
性
が
無
常
法
か
常
法
か
と

い
う
点
に
あ
る
。

『
成
唯
識
論
』
で
は
種
子
に
六
義
が
規
定

さ
れ
、

種
子
は
無
常
法
で

あ
る
か
ら
平
等
皆
有
の
も

の
で
は
な
い
。
そ

し
て
、
成
仏
の
因
で
あ
る

無
漏
種
子
は
本
有

(法
爾
)
で
あ

る
か
ら
、
五
姓
の
別
は
法
爾
に
存
す

八
五
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法
宝

『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
の

「如
来
蔵
唯
識
」
説

(寺

井
)

る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
法
宝
で
は
法
爾
で
あ
る
も
の
は
決
し
て
無

常
法
で
は
な
く
常
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
そ
の
確
信
で

あ
る
。
本
性
が
常
法
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
平
等
皆
有
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

成
仏
の
因
で
あ
る
本
性
は
す
べ
て
の
衆
生
に
具

有

さ
れ

て
お

り
、
本

性
の
ゆ
え
に
は
三
乗
や
五
姓
の
別
は
何
ら
存
せ
ず
、
そ
れ
ら
の

差
別
は
縁
因
=
客
性
=
習
所
成
種
と
い
う
新
薫

(後
天
的
な
も
の
)
に
よ

っ
て
お
こ
る
と
い
う
の
が
法
宝
の
主
張
の
核
心
な
の
で
あ
る
。

も
と

よ
り
、
種
子
が
六
義
の
規
定
に
よ
っ
て
無
常
法
で
あ
る
と
は
法

相
宗
の
立
論
で
あ

っ
て
、
法
宝
で
は
本
性
が
種
子
と
表
現
さ
れ
て
も

一

向
に
か
ま
わ
な
い
。
そ
の
こ
と
を
法
宝
は

『
喩
伽
論
』
の

「
真
如
所
縁

々
種
子
」
説
に
見
出
し
て
い
る
。
真
如
所
縁

々
種
子
は
、
真
如
を
種
子

と
表
現

さ
れ
た
も
の
と
法
宝
で
は
と
ら
・え
、

こ
れ
を
無
常
法

の
無
漏
種

子
に
解

釈
す
る

こ
と

を
破
斥
し
て
、
涅
槃
経
の

「第

一
義
空

(仏
性
)

を
種
子
と
名
つ
く
」
と

の
説

や
、
『
起
信
論
』
の

「
三
大
」
説
と
同
列

に
、

い
ず
れ
も
本
性
に
等
し
く
、
出
世
法
の
因
が
ど

の
経
論
で
も
常
法

で
皆
有

で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
法
宝
は
主
張
す
る
。
(
6
)

三

さ
て

つ
ぎ
に
、
法
宝
の
主
張
す

る
平
等
皆
有

の
本
性
や
正
因
が
い
か

な
る
内
容
を
も

っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
法
宝
で
は
密
厳
経
に

「阿
頼

耶
識
恒
与

一
切
染
浄
之
法

而
為

所
依

」
と
説
か
れ
、
あ
る
い
は
橿

伽
経

に

「如
来
之
蔵
善
不
善
因
能
遍
興

造

一
切
趣
生

」
と
説
か
れ
る

八
六

な
ど
を
根
拠
に
、
如
来
蔵
と
阿
頼
耶
識
が
い
ず

れ
も
本
性

(正
因
)
で

あ
る
と
主
張
す
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
(
7
)

そ
し
て
、
如
来
蔵
と
阿
頼
耶
識

は
、
涅
槃
経
に
仏
性
を
理
と
心
と
に
説
か
れ

る
こ
と
に
相
当
し
、
理
は

如
来
蔵
で
、
心
は
阿
頼
耶
識
を
指
し
、

こ
れ
ら
理
と
心
が
本
性
で
あ
る

と
い
う
。
ま
た
、
法
宝
は
大
乗
阿
毘
達
磨
経
偈
を

『
宝
性
論
』
に
よ
っ

て
引
用
し
、
(
8
)

一
切
法
の
依
止
と
さ
れ
る

「
無
始
時
来

の
性

(界
)」
を
、

『
宝
性
論
』
で
は
勝
婁
経

に
よ

っ
て
如
来
蔵
と
解
釈
さ
れ
、
『
摂
大
乗

論
』
に
は
そ
れ
を
阿
頼
耶
識
と
解
釈
さ
れ

る

不
同
を
指
摘
し
な
が

ら

も
、
こ
れ
ら
を
理
と
心
と
の
関
係
で
と
も
に
本
性
と
と
ら
・え
れ
ば
相
違

は
な
い
と
理
解
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
如
来
蔵
と
阿
頼
耶
識
は

一

〈
衆
生
に
平
等
皆
有
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
自
体

に
は
何
ら
衆
生
に
区
別

は
な
い
と
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う

な
本
性

(正
因
)
か
ら
、
衆
生

の
迷

・
悟

の
差
別
が
生
ず

る
過
程
を
法
宝
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

正
因
者
謂
如
来
蔵
性
及
第
八
識
。

如

末
尼
珠

因

日
光
触

即
能
生

火
、

若
因

月
光

即
生

於
水
。
水
火
錐

性
相
違

同

珠
生
。
随

光
明
味
多
少

不
同
。
若
迷
心
縁
二
三
種
薫
習
生
死
輪
廻
、

随

迷
軽
重

六
趣
不
同
。
由

聞
薫
習

漸
生

悟
心
縁
二
起

観
還
滅
涅
槃
、
随

悟
勝
劣

三
乗
有

別
。
(
9
)

と
。
こ
の
な
か
に
末
尼
珠
と
は
密
厳
経
所
説

の
も

の
で
、
正
因
で
あ
る

如
来
蔵
と
阿
頼
耶
識
を
た
と
え
て
い
る
。
末
尼
珠
が
日
光
ま
た
は
月
光

と
い
う
縁
因

(客
性
)
に
遭
う
こ
と
に
よ
っ
て
火

ま
た
は
水
に
変
わ
る

よ
う
に
、
衆
生
は
三
種
熏
習

(縁
因
)
に
よ

っ
て
心

(阿
頼
耶
識
)
が
迷
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い
を
く
り
返
し
、
そ
の
迷
い
の
軽
重
に
よ
っ
て
六
趣
の
不
同
が
生
ず
る

と
い
う
。
ま
た
、
聞
熏
習
と
い
う
無
漏
の
縁
に
遭
う
と
心
は
悟
り
の
方

向
に
転
じ
て
還
滅
涅
槃
に
向
か
い
、
悟
の
勝
劣
に
ょ
っ
て
三
乗
の
別
が

生
ず
る
と
し
て
い
る
。

で
は
、
如
来
蔵
と
阿
頼
耶
識
は
ど
う
い
う
関
係
に
あ

る

か
と

い
う

と
、
法
宝
は
密
厳
経
を
も
と
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、

密
厳
経
下
巻
云

「如
来
清
浄
蔵
亦
名

無
垢
智

常
住
無

終
始

離

四
句
言

説
幻
仏
説

如
来

一以
為

阿
頼
耶
。
悪
慧
不

能

知

蔵
即
頼
耶
識
。
如
来

清
浄
蔵
世
間
阿
頼
耶
如

金
与

指
環

展
転
無
差
別
。」
准

此
経
文

双
説

理
心
二
本
性

也
。
如
来
清
浄
蔵
是
理
也
。
世
間
阿
頼
耶
是
心
也
。
如

金
是

理
也
。
指
環
是
心
也
。
金
為

環
体

喩

真
諦

也
。
環
為

金
相

喩

俗
諦

也
。
蔵
即
頼
耶
識
者
蔵
為

真
也
。
識
為

俗
也
。
諦
錐

是
二

解
常
応

一
。

…
真
俗
二
諦
不

一
不
異
。
…
如
来
蔵
如

金
也
。
第
八
識
如

金
相

也
。
体

相
常
不

相
離
。
金
性
是
常
、
相
無
常
也
。
如

金
或
為

穢
器

或
造

尊
容
。

金
性
是
常
、
相
有

浄
械
。
本
識
与
二如
来
蔵

亦
爾
。
(
1
0
)

と
。
こ
こ
で
は
本
性
で
あ
る
如
来
蔵
と
阿
頼
耶
識
は
不

一
不
異
の
関
係

で
相
即

し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
金
と
指
環
と
の
関
係
で
た
と

ええ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
所
述
を
図
示
す
る
と

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

法
宝
は
経
説
に
し
た
が

っ
て
、
世
間

の
無
常
の
相
を
阿
頼
耶
識

(心
)

の
な
か
に
み
る

が
、
し
か
し
そ
れ
は
如
来
蔵

(理
)
を
依
り
所
と
し
、

法
宝

『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
の

「如
来
蔵
唯
識
」
説

(寺

井
)

如
来
蔵

(性
)
が
浄

・
穢
の
相
を
造
り
出
し
て
い
る
と
解
釈
し
て

い
る

わ
け
で
あ
る
。

法
宝
で
は
、
本
性
は
常
住
普
遍

の
法
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
の
み
で
は

現
実

の
差
別
法
は
生
ま
れ
ず
、
必
ず
客
性

(縁
因
)
を
条
件
と
す
る
。

そ
し
て
、
聖
道

の
条
件
と
し
て
は

『摂
大
乗
論
』
所
説

の

「
聞
熏
習
」

を
重
視
す
る
。
聞
熏
習
に
よ
っ
て
衆
生
が
有
漏
か
ら
無
漏
に
転
ず
る
さ

ま
を
法
宝
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、

多
聞
熏
習
同

涅
槃
経
縁
因
善
戒
経
客
性
。
涅
槃
経
以

乳
酪

為

喩
。
乳
為

酪
正
因

煖
等
為

酪
縁
因
。
…
仏
教
即
是
後
得
智
相
以

無
漏
教

生

聞
熏

習
。
此
聞
熏
習
与

有
漏

相
違
漸
令

前
々
有
漏
漸
滅

於

後
々
念

無
漏
漸

生
。
非

有
漏
中
有

無
漏
性
。
…
如
下阿
頼
耶
識
得

与

有
漏

作

親
因
縁

聞
熏
習
種
亦
与

無
漏

為

親
因
縁
。
無

別
法
爾
有
為
無
漏
。
(
1
1
)

と
い
う
。
こ
れ
は
見
道
の
初
無
漏
因
を
、
法
相
宗
で
は
法
爾
無
漏
種
子

と
す
る
の
を
法
宝
は
否
定
し
て
、
聞
熏
習
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ

る
。
法
相
宗
で
は
そ
の
場
合
、
無
漏
種
が
親
因
縁
で
、
聞
熏
習
は
増
上

縁
と
す
る
が
、
法
宝
で
は
聞
熏
習

(客
性
)
を
親
因
縁
と
す
る
。
ま
た
、

阿
頼
耶
識
を
有
漏
の
親
因
縁
と
も
述
べ
る
が
、
法
宝
で
は
法
相
宗
の
よ

う
な
ア
ビ
ダ
ル
マ
的
な
厳
密
な
概
念
規
定
に
は
無
頓
着
で
あ
る
か
に
み

え
、
こ
の
点
は
慧
沼
が
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
(
1
2
)

そ
し
て
、
右

の
文
で

は
涅
槃
経
に
よ
る
乳
が
酪
に
転
ず
る
た
と
え
が
用
い
ら
れ
、
乳

(有
漏
)

は
衆
生

の
こ
と
で
本
性

(正
因
)
を
指
す
か
ら
、

つ
ま
り
本
性
が
有
漏

か
ら
無
漏
に
変
わ
る
わ
け
で
あ
る
。
要
す
る
に
法
宝
の
考
え
る
本
性
と

八
七
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法
宝

『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
の

「如
来
蔵
唯
識
」
説

(寺

井
)

は
、
因
位

の
有
漏
が
滅
す
る
に
つ
れ
て
清
浄
な
法
身
が
現
わ
れ
出
る
と

こ
ろ
の
如
来
蔵
の
こ
と
で
あ
り
、
如
来
蔵
が
因
位
に
あ

っ
て
有
漏
に
現

象
す
る
も

の
を
阿
頼
耶
識
と
み
て
い
る
わ
け
で
、
阿
頼
耶
識

の
実
体
は

如
来
蔵

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

四

と

こ

ろ

で
、
『究
竟
論
』
で
は
多
く
の
教
証
を
示
す
こ
と
が
重
要
な

特
徴
で
あ
る
と

い
え

る
。
「破
法
爾
五
性
章
」
の
六
門
の
な
か
で
も
法

宝
は
教
証
を
並
べ
る
こ
と
を
そ
の
論
法
に
し
て
い
る
。
し
か
も
、
論
書

よ
り
も
経
典
に
重

き

を

お
く

傾
向
が
強
く
、
右
に
み
た
法
宝
の
本
性

(正
因
)
平
等
説
や
、
如
来
蔵
唯
識
説
で
も
、
善
戒
経

・
涅
槃
経

・
密
厳

経
な
ど
を
主
な
根
拠
と
し
、
経
説
を
そ
の
ま
ま
自
己
の
理
論
に
用
い
る

の
で
、

法
宝
に
は
理
論

の
組
織
性
に
欠
け
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。
そ
の

点
を
同
時
代

の
後
輩
で
あ
る
華
厳
の
法
蔵

(六
四
三
～
七
一
二
)
に
比
べ

る
と
、
法
蔵
は

『大
乗
法
界
無
差
別
論
疏
』

の
な
か
で
、
右
に
み
た
法

宝
と
同

じ
密
厳
経
の
文
を
用
い
て
、

こ
れ
を

『
起
信
論
』
か
ら
導
き
出

し
た
と
思
わ
れ
る
真
如
の

「不
変

・
随
縁
」
義
に
よ
っ
て
解
釈
し
せ
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
(
1
3
)

い
ま
そ
れ
に
つ
い
て
詳
述
す
る
い
と
ま
は
な

い
が
、

法
宝
で
は
そ
の
主
張
の
核
心
を
如
来
蔵
思
想
に
も
ち
、
ま
た
諸

法

の
因

と
し
て
の
真
如

の
活
動
性
を
主
張
し
て
は
い
る
も
の
の
、
法
蔵

の
よ
う

な
随
縁
思
想
に
も
と
つ
く
真
如

(如
来
蔵
)
縁
起
的

な
思
想
と

は
か
な
り
の
差
異
が
あ
る
。
と
も
か
く
も
法
宝
の
意
図
で
は
、
玄
奘
新

八

八

訳

の
唯

識

の
学

説

を

拒

否

し

て
、

如

来

蔵

唯

識

説

を

も

っ
て
そ

れ

を

超

克

し

よ
う

と

し

た
と

い
え

る

。

1

浅

田
正
博

「
石
山
寺
所
蔵

『
一
乗

仏
性
究
竟
論
』
巻
第

一
・
巻
第
二

の

検
出

に

つ
い
て
」

(龍
谷
大
学
論
集

四
二
九
号
、

一
九
八

六
年
)
、
同

「
法

宝
撰

『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
巻
第

四

・
巻
第

五
の
両
巻

に

つ

い

て
」

(龍

谷
大

学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要

二
五
、

一
九

八
六
年
)
。

こ
れ
ら
両
論
文

に
新
資
料

の
翻
刻
が
載

せ
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
以
下

に
お
け
る

『
究
竟

論
』

の
典
拠

は
、
右

の
両
論
文

の
前
者

を
A
、
後
者
を

B
と
し

て
、
そ
れ

ら

の
頁
数
を
表
記
す
る
。

2

大
正

30

・
九

六
二

c
。
B

一
二
四
頁
。

3

大
正

12

・
五
三
〇

c
、
五
三
三
b
。

B

一
二
五
頁
。

4

B

一
二
四
頁
。
大
正
30

・
四
七
八

c
。

5

大
正

31

・
四
八
b
。

6

B

一
二
五
頁
、

一
二
九
頁
。

7

B

一
二一

～

一

三
一頁
。

8

B

一
二
六
頁
。
大
正

31

・
八
三
九

a
、

一
三
三
b
。

9

B

一
二一

頁
。

10

B

一
二
二
頁
。

11

B

一
三一

頁
。

12

大
正

45

・
四
三
〇

a
～
b
。

13

大
正
44

・
六
九
b
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

法

宝
、
如
来
蔵
唯

識
、
五
姓
各
別
、
無
漏
種
子

(龍
谷

大
学
講
師

)
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